
　減災連携研究センターは、３月26日（土）、 IB 電子情報
館大講義室において、大震災追悼シンポジウム「大震災－
これから何をすべきか？」を開催しました。当初は、昨年
12月１日に発足した同センターの設立記念シンポジウムと
して計画してきたものですが、今回の東日本での予期せぬ
大震災の発生により、急遽、内容を変更して実施すること
になりました。
　開会に先立ち、鈴木康弘環境学研究科附属地震火山・防
災研究センター教授が同シンポジウムの開催趣旨を紹介
し、その後、大震災で亡くなられた方を悼み全員で黙祷を
捧げました。
　開会の辞では、濵口総長が大震災について哀悼の意を表
し、また、これから我々は何をすべきかについて問題提起
をしました。
　シンポジウム前半では、中野秀秋愛知県防災局長が愛知県
の支援を説明し、自助・共助の力、広域連携、防災人材育成
の重要性、そして基幹的広域防災拠点を中部にも作るべき
ことなど力説しました。その後、減災連携研究センターの
教員が今回の大震災について現在わかっている状況と、各
人の考えをそれぞれの専門から述べました。山口環境学研
究科長は、仙台での被災体験から日頃の訓練や備えの必要
性を話しました。松田直之医学系研究科教授は、３月24日

（木）まで６日間行われた、石巻日本赤十字病院での名古屋
大学救済派遣チームによる救援支援活動状況を紹介しまし
た。水谷法美工学研究科教授は、過去の津波被災事例を挙
げ、今回の津波によって引き起こされた事象について説明
しました。山岡環境学研究科附属地震火山・防災研究セン
ター長は、今回の地震のメカニズムと大規模な地殻変動が
生じたことについて説明しました。護　雅史環境学研究科
准教授は、今回の地震によって引き起こされた様々な被害

を阪神淡路大震災と比較しながら整理して紹介しました。
　後半のパネルディスカッションは、福和伸夫環境学研究
科教授をコーディネーターとし、金田義行独立行政法人海
洋研究開発機構地震津波・防災研究プロジェクトリーダー、 
鈴木教授、野田利弘工学研究科教授、栗田暢之 NPO 法人
レスキューストックヤード代表理事、隈本邦彦環境学研究
科客員教授の５名のパネリストで行われました。
　まず、パネリストそれぞれが今回の大震災で感じたこ
と、被災地の復興について述べました。そして、どのよう
な支援・協力ができるかを討論しました。会場からの質問
もいくつか紹介され、それに対応する形で貞観地震津波
については、想定外というより未想定であり、想定外とい
う用語の使い方には注意が必要であるとの意見がありまし
た。また、工学、報道、NPO それぞれの立場でのやるべ
きことが話されました。
　次に、この東海地域、そして日本はどのようなことに取
り組めばよいのかについて討論し、それぞれの立場で連携
の重要性が話され、ゲストパネリストが減災連携研究セン
ターへの期待を述べました。 
　最後に、減災連携研究センター長である藤井理事が、改
めて今回の大震災被害について哀悼と当センターの役割を
確認して閉会となりました．
　今回のシンポジウムについて、中止や延期を視野に入れ
て連日検討し，その結果、今回の大震災においてなぜこれ
ほどの被害が出てしまったかを真摯に考え、同様の大災害
が近い将来に起こることが確実な地域に住む我々に「いっ
たい何ができるか」、「何をすべきか」を考えることは、意
義のあることではないかと思い開催に踏み切りました。当
日の参加者は300名を越え、それぞれの立場で減災を考え
るきっかけになったシンポジウムでした。
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会場の様子パネリストの方々
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減災連携研究センター大震災追悼シンポジウムを開催
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